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都道府県ライフル射撃協会（連盟）会⻑ 各位  
 
 公益社団法⼈ ⽇本ライフル射撃協会 
 2026 アジア・アジアパラ競技⼤会準備運営本部 
 本部⻑ ⾹⻄ 俊輔 
 

2026 アジア、アジアパラ競技⼤会に係るＮＴＯ及びスポーツボランティアの候補者選出
について（推薦依頼） 

 
 ⽴夏の候、貴協会（連盟）におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は、本協会事業にご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
 さて、2026 愛知・名古屋アジア競技⼤会、アジアパラ競技⼤会の開催が⼀年余りとなり、
組織委員会（以下 AINAGOC＝アイナゴック）からは徐々にではありますが、具体的な動き
が出てきているところであります。 

標記のＮＴＯ（National Technical Official=競技役員）及びスポーツボランティアについ
ては、アジア競技⼤会本番、テストマッチ、アジアパラ競技⼤会での競技役員及び競技ボラ
ンティアとして、各５０名程度を必要とするところであります。この要員決定については、
近い将来 AINAGOC からの募集が始まることと思われますが、事前に本協会において候補
者のとりまとめたものが⼈選の基本にされることとなります。 

 
つきましては、2026 アジア、アジアパラ競技⼤会での競技役員及び競技ボランティアの

候補者について、別紙に記載していただき、6 ⽉ 20 ⽇（⾦）までにご回答賜りますようよ
ろしくお願いいたします。 

 
2026 アジア、アジアパラ競技⼤会のレガシーを残し、ライフル射撃競技の将来を担う⽅々

を全国からご推薦をいただきたくよろしくお願いいたします。 
               
                  記 

 
１．推薦役職    ＮＴＯ（競技役員）及びスポーツボランティア※（競技ボランティア） 
         ※ＮＴＯの指⽰のもとにスポーツボランティアが補助スタッフとなる。 
 
２．要員必要⼈数  ＮＴＯ（競技役員）           約５０名 



スポーツボランティア（競技補助ボランティア）約５０名  
 

３．出役対象⼤会  アジア競技⼤会テストイベント    （2026 年 8⽉ころ） 
2026 愛知名古屋アジア競技⼤会  （2026 年 9⽉〜10 ⽉） 
2026 愛知名古屋アジアパラ競技⼤会  （2026 年 10 ⽉） 

 
※全ての⼤会に出役しなければならないということではありませんが、
概ね 7 ⽇以上の出役をお願いいたします。短期間なら可能である⽅は
別途ご相談ください。 

    
４．今後の予定   6 ⽉候補者集計 

＊⽉組織委員会への正式応募 
          ＊⽉組織委員会による⾯接と選考    
          ＊⽉にＮＴＯ及びスポーツボランティア要員説明会開催 
          2026ＮＴＯ研修実施  
          2026 までボランティアの応募は継続  
 
５．候補者の条件  

（競技役員） 
希望者多数の場合、以下の基準（優先順）で選考させていただきます。 
 射撃競技を愛し、⼼⾝とも健康な⽅ 
 ISSFおよび/または 
WSPS（世界パラ射撃連盟）ジュリーライセンス保持者 

 JRSF公認審判員⼿帳保持者 
 競技⼤会運営に携わった経験のある⽅で公認審判資格を取る意思の

ある⽅ 
18 歳以上の⽅（2026 年 9⽉ 1 ⽇現在） 

  
（競技ボランティア） 
 射撃競技を愛し、⼼⾝とも健康な⽅ 
原則として銃砲⼑剣類所持許可証をお持ちの⽅ 

          18 歳以上の⽅（2026 年 9⽉ 1 ⽇現在） 
 
６．交通費等の経費  

（競技役員） 
交通費、宿泊費は AINAGOC が負担します。⼣⾷・ランドリー代⾦に



相当する⽇当は計画段階で US＄70 ということですが、最終通知は未受
領です。宿泊は豊⽥市内の予定です。  

 
（競技ボランティア） 

         ⼀般ボランティアの⼀次募集は終了していますが、NFからの競技補助
ボランティア（SSV=スポーツ・スペシフィック・ボランティア）の募
集要項・待遇等の連絡は未受領です。 

         SSVの職域は、FOP（競技エリア）ならびにアーモリー（銃器保管庫）、
その他となります 


